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 高浜発電所３号機（加圧水型軽水炉 定格電気出力８７万キロワット、

定格熱出力２６６万キロワット）は、第２５回定期検査中、原子炉格納容

器内を点検していたところ、７月１２日、１４時１０分頃、原子炉水位計

に信号を送る伝送器※１のフランジ部※２に水のにじみ跡を確認しました。 

 確認時点において、当該フランジ部からの漏えいはなく、原子炉水位計

の健全性に問題はないものの、原因調査を行うため、当該伝送器の点検を

行うこととしました。 

当該伝送器の点検等に伴い、当該水位計を隔離したことで、水位計の機

能が停止したことから、本日、９時５０分に保安規定の運転上の制限※３を

満足していない状態にあると判断しました。 

なお、原子炉の水位については、他の水位計で確認できており、異常が

ないことを確認しています。 

本事象による環境への放射能の影響はありません。 

 
※１： 原子炉容器内の水位を監視するための検出器 

※２： 配管の結合部 

※３： 保安規定第８５条において、原子炉に燃料が装荷されている状態で重大事故等対処 
設備により原子炉水位を監視することが求められている 

 

（２０２２年７月１３日お知らせ済み） 

 

 その後、当該伝送器フランジ部のシート面の部品を取り替え、漏えい 

試験等を行った結果、当該伝送器に異常がないことを確認したことから、

当該水位計の隔離を復旧しました。 

 

当該水位計の機能が復旧したことを確認したことから、本日１５時３５

分に保安規定の運転上の制限を満足する状態に復帰しました。 

 

以 上 

 


